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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１指のＩＰ関節部から指先部および第２指乃至第５指のＰＩＰ関節部から指先部が切
断された手袋本体と、
　前記手袋本体の第１指乃至第４指の基節骨部の手の平側を覆い、それぞれの基節骨部の
左右両側の指の付け根の間から甲側の手首に向けて中手骨に沿って延びる輪となる部分を
有する弾性体であって、第１指乃至第４指の基節骨部の手の平側を、手の平側から甲側の
手首に向けて中手骨に沿って張力を付与する前記弾性体と、
　前記手袋本体と前記弾性体を手首に固定する手首ベルト部と、
　を備えることを特徴とする手袋。
【請求項２】
　前記弾性体は、第１指と第２指の間が分離されていることを特徴とする請求項１に記載
の手袋。
【請求項３】
　前記弾性体は、第２指乃至第４指を個別に引っ張るように独立して設けられ、手の甲の
ＭＰ関節部とＣＭ関節部の途中から手首にかけて一体化されていることを特徴とする請求
項１又は２に記載の手袋。
【請求項４】
　前記弾性体は、手の平側の第１指乃至第４指の基節骨部およびＭＰ関節部を、手の平側
から甲側の手首に向けて中手骨に沿って引っ張ることを特徴とする請求項１～３の何れか



(2) JP 6375472 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

に記載の手袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手の甲の姿勢および各指の動きをサポートする手袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ギター演奏は、片手（主に左手）の指でネック部分の弦を押さえ、もう一方の手（主に
右手）の指でボディ部分の弦を弾くことにより成り立っている。この時、通常、両手は素
手のままで演奏を行う。ギター演奏の練習では、弦を弾いた後、手の平側に向いた指を甲
側に引く（戻す）という反復運動が多く、指のつけ根の関節（以下、「ＭＰ関節」）に負
担がかかり、手指の筋肉を疲労させ、腱鞘炎を引き起こすことがある。
【０００３】
　一方、手の握力の増強や手の微動作を促進させるグローブ（手袋）が知られている（例
えば、特許文献１を参照）。また、手のリハビリ効果を得ることができるリハビリ用手袋
が知られている（例えば、特許文献２を参照）。また、キーボードやマウス等の使用時に
はめる保護手袋が知られている（例えば、特許文献３を参照）。
【０００４】
　特許文献１に開示されたグローブ（手袋）では、手袋本体の素材よりも収縮力の強い生
地が、第２指乃至第５指の手甲部側中央部からＰＩＰ関節部にかけて第２指乃至第５指の
左右両側面に設けられており、手甲部側中央部及びＰＩＰ関節の掌部側で接続される。そ
して、第２指乃至第５指の当該生地のＭＰ関節部に弾性体が設置される。このグローブ（
手袋）は、ＭＰ関節の初動屈曲を誘導することにより、虫様筋の筋作用を促し、手の握力
を最大限に発揮させるものである（特許文献１の明細書段落００１４および図５を参照）
。
　このように、特許文献１に開示されたグローブ（手袋）は、虫様筋の筋作用を促し、手
の握力を高める効果はあるが、手指にかかる負担を軽減して、手指の筋肉疲労を軽減する
ものではない。
【０００５】
　また、特許文献２に開示されたリハビリ用手袋では、複数の指挿入部を有する手袋本体
の甲側に、各指挿入部に沿ってそれぞれ設けられた可撓性の筒状体と、この筒状体に挿通
されて指先側となる一端部が筒状体の端部に係止される紐状体と、この紐状体の他端側に
張力を付与する張力付与機構とから成る。しかし、特許文献２に開示されたリハビリ用手
袋は、手の指を伸ばすことが困難な使用者のリハビリ効果はあるが、手指にかかる負担を
軽減して、手指の筋肉疲労を軽減するものではない。
【０００６】
　また、特許文献３に開示された保護手袋では、キーボードやマウス等を使用する人が指
、手首、腕、肩の疲労、痛み等を防止、緩和することを目的として、親指と手のひらを露
出させて、人指し指、中指、薬指、小指の各指先がなく、親指を除く４本の指を個々に収
納する部分が互いに縫い合わされており、かつ非伸縮性の帯を４本の指の付け根あたりに
縫い込んで、各指が無理のない範囲内で動くようにしたものである。この保護手袋は、人
指し指、中指、薬指、小指を収納する部分が互いに縫い合わされた構造であるため、マウ
ス上に手を乗せて操作する場合も４本の指が自然に固定され非常に疲れにくいというもの
である。また、４本の指は常に揃えたような状態を維持できるので不自然なマウスの握り
から生じる指、腕などの痛み、痺れを防止できるというものである。さらに、キー操作す
る場合も、生理的に無理のない範囲内で各指を上下左右に動かすことができ、長時間のキ
ーボード操作から生じる指、手、肩等の疲労も少なく、また腱鞘炎の防止にも有効である
というものである。しかし、特許文献３に開示された保護手袋は、人指し指、中指、薬指
、小指を収納する部分が互いに縫い合わされた構造であり、かつ、非伸縮性の帯を４本の
指の付け根あたりに縫い込んでいる構造であり、４本の指が常に揃えたような状態を維持
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できる効果はあるが、手指にかかる負担を軽減して、手指の筋肉疲労を軽減するものでは
ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開パンフレットＷＯ２００８／１４９４６６
【特許文献２】特開２０１２－１７６０８３号公報
【特許文献３】特開２０００－２３１４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述の通り、ギターやピアノなどの楽器の演奏時において、弦や鍵盤を弾いた後、手の
平側に向いた指を甲側に引く（戻す）という反復運動が多く、指のつけ根の関節に負担が
かかり、手指の筋肉を疲労させ、腱鞘炎を引き起こすことがある。また、手の筋肉が弱い
者にとっては、短時間の動作でも疲労が生じやすく、演奏に必要な指と指の間を水平方向
に適度に開く姿勢を保つのが困難になることがある。
　手の甲は、自然に安定していることが望ましいが、甲が反りかえって力が入ると、指先
の柔軟な動きを妨げてしまうことになる。
【０００９】
　かかる状況に鑑みて、本発明は、手の平側へ向いた指を甲側へ戻す反復運動を助け、指
と指の間の水平方向への完全密着を防いで開閉を助け、手指にかかる負担を軽減して、手
指の筋肉疲労を軽減する手袋を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明者は鋭意検討を行い、試作品の手袋を作製して、実
際に楽器演奏を行い、手指の筋肉疲労を軽減できる手袋を完成した。
　すなわち、本発明に係る手袋は、下記１）～３）の構成を備える。
１）第１指のＩＰ関節部から指先部および第２指乃至第５指のＰＩＰ関節部から指先部が
切断された手袋本体
２）手袋本体の第１指乃至第４指の基節骨部の手の平側を覆い、それぞれの基節骨部の左
右両側の指の付け根の間から甲側の手首に向けて中手骨に沿って延びる輪となる部分を有
する弾性体であって、手の平側の第１指乃至第４指の基節骨部を、手の平側から甲側の手
首に向けて中手骨に沿って張力を付与する弾性体
３）手袋本体と弾性体を手首に固定する手首ベルト部
 
【００１１】
　かかる構成を備える手袋は、ギター演奏の際に弦を弾く側の手に装着する、或は、ピア
ノ演奏の際に、片手又は両手に装着することにより、弦や鍵盤を弾いた後、手の平側へ向
いた指を甲側へ戻すという反復運動を助けて、手の甲の姿勢を安定させることができる。
また、指と指の間の水平方向への完全密着を防いで開閉を助ける。これにより、演奏時の
手指にかかる負担や手指の筋肉疲労を軽減することが可能になる。
　本発明の手袋を装着することにより、手指の関節の保護および手の甲の姿勢の安定性を
向上できる。
　ここで、張力を付与する弾性体とは、引っ張りながら同時に手の甲を押さ得るものであ
り、手袋本体の素材よりも収縮力が強い素材から成る。
【００１２】
　なお、第５指の基節骨部を、手の平側から甲側の手首に向けて中手骨に沿って張力を付
与する弾性体を設けても構わない。例えば、ギター演奏では、第５指を使用する頻度が少
なく、また力も弱いため、逆に弾性体の存在が負担になる。しかし、ピアノ演奏のように
、第５指を使用する頻度が多い場合は、第５指の基節骨部を、手の平側から甲側の手首に
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向けて中手骨に沿って張力を付与することにより、第５指にかかる負担を軽減して、第５
指の筋肉疲労を軽減可能である。
【００１３】
　また、本発明に係る手袋において、上記２）の弾性体は、第１指と第２指の間が分離さ
れていることが好ましい。
　なお、第１指の基節骨部を、手の平側から甲側の手首に向けて張力を付与する弾性体は
、ＭＰ関節の動きを妨げないように、次第にベルト幅を細くするのが好ましい。一方、弾
性体が、手の平側のＭＰ関節を覆うようにしても構わない。腱鞘炎防止の場合　ＭＰ関節
を覆ってしっかりと保護した方が、より疲れが出にくい場合もある。
【００１４】
　また、本発明に係る手袋において、上記２）の弾性体は、第２指乃至第４指を個別に引
っ張るように独立して設けられ、手の甲のＭＰ関節部とＣＭ関節部の途中から手首にかけ
て一体化されていることが好ましい。
　弾性体が、手の甲のＭＰ関節部とＣＭ関節部の途中から手首にかけて一体化されること
により、手の甲をしっかりと押さえる効果がある。
【００１５】
　また、本発明に係る手袋において、上記２）の弾性体は、手の平側の第１指乃至第４指
の基節骨部およびＭＰ関節部を、手の平側から甲側の手首に向けて中手骨に沿って引っ張
ることが好ましい。
　手の平側の第１指乃至第４指の基節骨部だけでなく、手の平側の第１指乃至第４指のＭ
Ｐ関節を覆ってしっかりと保護した方が、より疲れが出にくい人もいるからである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る手袋によれば、手の平側へ向いた指を甲側へ戻す反復運動を助け、指と指
の間の水平方向への完全密着を防いで開閉を助け、手指にかかる負担を軽減して、手指の
筋肉疲労を軽減できるといった効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施例１の手袋（手の甲側から見たイメージ）
【図２】実施例１の手袋（手の平側から見たイメージ）
【図３】実施例１の手袋を右手に装着した様子（手の甲側から見たイメージ）
【図４】実施例１の手袋を右手に装着した様子（手の平側から見たイメージ）
【図５】実施例１の手袋を右手に装着した様子（親指側から見たイメージ）
【図６】実施例１の手袋の手首ベルト部の説明図
【図７】実施例１の手袋を装着してギターを演奏する様子を示す図
【図８】実施例２の手袋（手の平側から見たイメージ）
【図９】実施例３の手袋（手の甲側から見たイメージ）
【図１０】実施例３の手袋（手の平側から見たイメージ）
【図１１】指の骨および関節の説明図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態の一例を、図面を参照しながら詳細に説明していく。なお、本
発明の範囲は、以下の実施例や図示例に限定されるものではなく、幾多の変更及び変形が
可能である。
【００１９】
　先ず、指の骨や関節について図１１に示す。図１１において、２４は第１指のＩＰ（In
terphalangeal）関節部であり、２５ａ～２５ｄはそれぞれ第２指から第５指のＰＩＰ（P
roximal Interphalangeal）関節部であり、２６ａ～２６ｅはそれぞれ第１指から第５指
の基節骨であり、２７ａ～２７ｅはそれぞれ第１指から第５指のＭＰ（Metacarpophalang
eal）関節部であり、２８ａ～２８ｅはそれぞれ第１指から第５指の中手骨である。
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【実施例１】
【００２０】
　図１は実施例１の手袋１の手の甲側のイメージ、図２は手の平側のイメージを示してい
る。また、図３，４は実施例１の手袋１を右手に装着したイメージを示している（図３は
手の甲側、図４は手の平側）。また、図５は親指側から見たイメージを示している。
　手袋１は、第１指のＩＰ関節部から指先部および第２指乃至第５指のＰＩＰ関節部から
指先部が切断された手袋本体（４，４ａ～４ｅ）と、手袋本体の第１指４ａに設けられた
弾性体２、手袋本体の第２指４ｂ，第３指４ｃ，第４指４ｄの基節骨部を、手の平側から
甲側の手首に向けて中手骨に沿って張力を付与する弾性体３と、手袋本体と弾性体を手首
で固定する手首ベルト部８から構成される。実施例１の手袋では、弾性体は、第１指（親
指部）と第２指（人差し指部）の間が分離され、２つの弾性体（２，３）となっている。
弾性体３は、第２指乃至第４指を個別に引っ張るように独立して設けられ、手の甲のＭＰ
関節部（２７ｂ～２７ｄ）とＣＭ関節部（２９ｂ～２９ｄ）の途中から手首にかけて一体
化されている。
　手袋本体は、伸縮性があり、薄手で手にフィットし、蒸れにくく、かぶれにくい素材で
構成されている。手袋本体は、全ての指先が切断された形状であり、第１指（親指部）４
ａ、第２指（人差し指部）４ｂ、第３指（中指部）４ｃ、第４指（薬指部）４ｄ、第５指
（小指部）４ｅを備える。
【００２１】
　弾性体２及び３は、手袋本体４の構成素材よりも弾性の強い素材で構成されている。
　弾性体２は、第１指のＩＰ関節２４からＭＰ関節２７ａの間にある基節骨２６ａに輪と
なる部分を引っ掛け、手の甲側に沿わせ、他端２ａを手首ベルト部８に接着する形状とし
ている。
　一方、弾性体３は、第２指乃至第４指のＰＩＰ関節部（２５ａ，２５ｂ，２５ｃ）から
ＭＰ関節（２７ｂ，２７ｃ，２７ｄ）の間にある基節骨（２６ｂ，２６ｃ，２６ｄ）に輪
となる部分を引っ掛け、手の甲側に沿わせ、他端を手首ベルト部８に接着する形状として
いる。
　また、弾性体３は、第２指乃至第４指を個別に引っ張るように独立して設けられ、手の
甲のＭＰ関節部とＣＭ関節部の途中から手首にかけて一体化されている。Ｖ字状の切りこ
み（６ａ，６ｂ，６ｃ）が存在し、これにより第２指乃至第４指のＭＰ関節部（２７ｂ，
２７ｃ，２７ｄ）の動きを妨げない形状となっている。
【００２２】
　また、弾性体２は、第１指の基節骨部から甲側の手首に向けて、次第に弾性体のベルト
幅が細くなるような形状にしている。
　また、図６に示すように、手首ベルト部８は、フラップ７付きで、面ファスナー（７ａ
，７ｂ）により留めることができるようにしている。また、手の装着がしやすいように、
手袋の手首ベルト部８には切れ込み９を設けている。なお、符号１１は縫い目である。
　手袋は、薄手で、伸縮性があり、蒸れにくく、かぶれにくい素材で作製する。例えば、
ゴルフ用手袋に用いられる素材など公知の素材を用いることができる。
【００２３】
　図７は、実施例１の手袋を装着してギターを演奏する様子を示している。本手袋を装着
することにより、ギター演奏で、ギター（２０，２１，２３）の弦２２を指先または爪に
引っ掛けて弾き、手の平側に向いた指を甲側に引く（戻す）という運動を繰り返す場合で
も、指のつけ根にかかる力の負担を軽減でき、指の筋肉の疲労を和らげることができる。
　通常、ギターは６弦で構成されるが、弦と弦との間隔に指を開く姿勢を取りやすい。手
首まで押さえを入れることにより、手の甲の浮き上がりを防ぎ、自然な姿勢で演奏できる
。
【実施例２】
【００２４】
　図８は実施例２の手袋の手の平側のイメージを示している。
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　実施例２の手袋１０は、手の平側の第１指乃至第４指の基節骨部のみならず、ＭＰ関節
部を、手の平側から甲側の手首に向けて中手骨に沿って引っ張るものである。
　そのため、実施例２の手袋１０は、実施例１の手袋１と異なり、手袋の手の平側でＭＰ
関節部を覆うように弾性体２、弾性体３の面積が広がっている（１１，１２ａ，１２ｂ，
１２ｃ）。
　手の平側の第１指乃至第４指の基節骨部だけでなく、手の平側の第１指乃至第４指のＭ
Ｐ関節を覆ってしっかりと保護した方が、疲れが出にくい人には、実施例２の手袋１０が
利用できる。
【実施例３】
【００２５】
　図９及び図１０は実施例３の手袋のイメージを示している。図９は手の甲側のイメージ
であり、図１０は手の平側のイメージである。
　実施例３の手袋２０は、フィット感を安定させるため、小指のＣＭ関節付近を手の甲側
から手の平側にかけて、弾性体を張り出している（符号１５を参照）。弾性体の張り出し
により、小指を弾性体で引っ張ることができるため、手袋２０の小指側の滑り止めの効果
が生じる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明の手袋は、ギター演奏の練習用手袋、ピアノ演奏の練習用手袋、コンピュータの
キーボード操作用手袋、精密作業用手袋、筋力補助用手袋などに有用である。
【符号の説明】
【００２７】
　１，１０，２０　手袋
　２，３，３ａ～３ｅ　弾性体
　４，４ａ～４ｅ　手袋本体
　８　手首ベルト部
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